
第 1回矢臼別演習場・風蓮川水系土砂流出対策等検討委員会 

議事要旨 

 
 
1. 開催日時：平成 20 年 7 月 24 日(木) 13：30～15：00 
 
2. 開催場所：別海町役場会議室 
 
3. 出席者 
【委員】 
新谷  融  （ＮＰＯ法人環境防災総合政策研究機構北海道支部 支部長） 
川村 洋司  （北海道立水産孵化場さけます資源部 主任研究員） 
黒木 幹男  （北海道大学大学院工学研究科 准教授） 
立澤 靜夫  （別海漁業協同組合 専務理事） 
眞山  紘  （北海道栽培漁業振興公社 技術顧問） 
丸谷 知己  （北海道大学大学院農学研究院 教授） 
渡邊  昇  （別海町郷土研究会 会長） 

 
【事務局】 
北海道防衛局 
別  海  町 

 
4. 主な議題等 
(1) 委員長選出について 
(2) 討議の概要 
 
5. 議事の概要等 
(1) 委員長選出 
委員の互選により、新谷委員を委員長に決定した。「矢臼別演習場・風蓮川水系土砂流出

対策検討委員会」規約に基づき、黒木委員を委員長代理に任命した。 
 

(2) 討議の概要 
Ⅰ 事務局から「矢臼別演習場の概要および被害状況」、「土砂流出防止ダムの設置状況」、

「演習場内イトウ生息等調査結果」、「矢臼別演習場・別寒辺牛川水系土砂流出対策等検討

委員会からの提言」、「土砂流出防止ダムの堆砂状況」、「今後の調査スケジュール」等につ

いて説明。 



 
Ⅱ 事務局の説明を踏まえ、本件事業について委員が各種意見の交換を行った。 
   
ⅰ今後の調査について 
・ 魚道機能調査の実施時期について検討が必要。 
・ 濁質や流砂の調査は、風蓮湖までの土砂の動きを抑えられるよう調査して貰いた

い。 
 

ⅱ今後の方向性について 
・ 土砂流出防止対策は、厚岸町での議論（別寒辺牛川水系土砂流出等対策検討委員

会）では土成分が流れる前の対策、山で留める方法である土砂生産源対策に切り

替えてもらいたいというのが前回の委員会での結論であり、そういう方法が重要

ではないか。 
・ 調査については、項目等について委員の意見を伺い進める。 
・ 次回委員会は１２月若しくは１月位を目途に委員と調整し決定する。 


